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９
月
定
例
会
は
、７
月

の
豪
雨
災
害
に
よ
る
災
害

復
旧
費
を
中
心
に
組
ま
れ

た
補
正
予
算
の
審
議
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
、令
和
５
年
度
の

う
き
は
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
補
正
第
４
号
、補
正

第
５
号
）の
、専
決
処
分
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
５
年
度
う

き
は
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）並
び
に
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
、自
動
車
学

校
特
別
会
計
と
簡
易
水
道

事
業
会
計
、下
水
道
事
業

会
計
の
補
正
予
算
を
中
心

に
、条
例
制
定
案
１
件
、条

例
改
正
案
６
件
が
審
議
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
繰
越
金
〉

５
億
４
２
２
９
万
８
千
円

前
年
度
繰
越
金
で
す
。

〈
県
支
出
金
〉

３
億
８
７
０
万
５
千
円

農
業
災
害
復
旧
費
及
び

農
業
費
補
助
金
で
す
。

〈
繰
入
金
〉

４
４
３
万
円

公
共
施
設
等
整
備
基

金
で
す
。

〈
市
債
〉

４
２
０
万
円

過
疎
対
策
事
業
債（
情

報
格
差
是
正
事
業
）で

す
。

〈
土
木
費
国
庫
補
助
金
〉

２
０
０
万
円

狭
あ
い
道
路
整
備
促

進
事
業
で
す
。

〈
寄
付
金
〉

１
０
６
万
円

災
害
見
舞
金
で
す
。

〈
地
方
交
付
税
〉

４
億
２
４
３
０
万
７
千
円

令
和
５
年
度
う
き
は
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

会
期   
令
和
５
年
９
月
１
日
〜
21
日（
21
日
間
）

【
上
程
さ
れ
た
議
案
】

▼
報
告

▼
議
案

▼
請
願

▼
追
加
議
案（
意
見
書
・
決
議
） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

４
件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

21
件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

１
件

・・・  

３
件

令
和
５
年
度
う
き
は
市
の
歳
入
歳
出
予
算
に
、そ
れ
ぞ
れ
12
億
８
３
７
４
万
１
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
9
0
億
４
８
０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
対
応
の
た
め
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
８
億
７
９

１
０
万
円
を
追
加
し
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
７
６
億
２
６
０
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

専
決
第
10
号
　
令
和
５
年
度

う
き
は
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
対
応
の
た
め
歳
入
歳
出
予

算
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
９
５
０
４
万
３
千
円
を
追
加
し
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
７
７
億
２
１
０
６
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

専
決
第
11
号
　
令
和
５
年
度

う
き
は
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
5
号
）

主
な
歳
入

主
な
議
案

妹川元有地区土砂崩れ

2



９
月
定
例
会
は
、７
月

の
豪
雨
災
害
に
よ
る
災
害

復
旧
費
を
中
心
に
組
ま
れ

た
補
正
予
算
の
審
議
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
、令
和
５
年
度
の

う
き
は
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
補
正
第
４
号
、補
正

第
５
号
）の
、専
決
処
分
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
５
年
度
う

き
は
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）並
び
に
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、後
期
高
齢
者
医
療
事

業
特
別
会
計
、自
動
車
学

校
特
別
会
計
と
簡
易
水
道

事
業
会
計
、下
水
道
事
業

会
計
の
補
正
予
算
を
中
心

に
、条
例
制
定
案
１
件
、条

例
改
正
案
６
件
が
審
議
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
５
年
梅
雨
前
線

豪
雨
等
に
よ
る
災
害
復

旧
支
援
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

▼
地
方
財
政
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

い
ず
れ
の
意
見
書
に
つ

い
て
も
、全
会
一
致
で

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
う
き
は
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
１
５
０
万
９
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
39
億
３
６
８
７
万

７
千
円
と
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
う
き
は
市
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
５
０
万
５
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
４
９
６
２
万
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
う
き
は
市
立
自
動
車
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
５
６
万
９
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
２
０
７
万
６
千
円

と
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
う
き
は
市
下
水
道
事
業
会
計
の

補
正
予
算（
第
２
号
）

　
下
水
道
事
業
費
用
を
７
７
５
万
円
の
増
額
と
し
、

総
額
13
億
５
７
５
２
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。ま

た
、債
務
負
担
行
為
と
し
て
１
９
８
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

〈
災
害
復
旧
費
〉

６
億
９
８
４
１
万
円

農
地
の
災
害
復
旧
費
、

被
災
園
芸
産
地
改
植

等
支
援
事
業
費
補
助

金
、農
業
機
械
・
施
設

災
害
復
旧
支
援
事
業

費
補
助
金
、道
路
河
川

の
災
害
復
旧
工
事
費
、

物
件
補
償
費
、災
害
査

定
設
計
委
託
料
な
ど

で
す
。

〈
総
務
管
理
費
〉

５
億
１
７
９
２
万
６
千
円

約
５
億
円
が
財
政
調

整
基
金
と
し
て
積
立

で
す
。袋
野
地
区
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
無
線

共
聴
施
設
予
備
設
備

整
備
業
務
委
託
料
、旧

浮
羽
老
人
ホ
ー
ム
組

合
精
算
額
返
還
金
な

ど
で
す
。

〈
農
業
費
〉

５
６
７
３
万
１
千
円

水
田
農
業
振
興
対
策

事
業
費
補
助
金
、新
規

就
農
総
合
支
援
事
業

費
補
助
金
、飼
料
等
高

騰
対
策
支
援
事
業
費

補
助
金
、み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
緊

急
対
策
事
業
費
補
助

金
で
す
。

〈
商
工
費
〉

１
３
８
０
万
円

従
業
員
へ
の
家
賃
補

助
支
援
補
助
金
、市
立

公
園
樹
木
管
理
委
託

料
、営
繕
工
事
費
で
す
。

〈
児
童
福
祉
費
〉

１
１
３
２
万
円

民
間
保
育
所
等
給
食

費
補
助
金
、保
育
所
等

光
熱
費
支
援
事
業
費

補
助
金
で
す
。

〈
土
木
管
理
費
〉

４
０
０
万
円

測
量
登
記
委
託
料
で

す
。

〈
保
健
衛
生
費
〉

１
０
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
予
防
接
種
健
康
被

害
給
付
費
で
す
。

主
な
歳
出

９
月
議
会

意
見
書

意
見
書
３
号

意
見
書
４
号
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人
権
擁
護
の
委
員
の
推
薦

〈
任
期
〉   

  

令
和
6
年
1
月
１
日

  

〜
令
和
８
年
12
月
31
日

人
事
案
件

条
例
に
基
づ
く

承
認

○
指
定
管
理
者
の
指
定

手
続
き
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
き
、う
き
は
市
立

百
年
公
園
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、（
株
）ノ
ー
ブ

ル
を
指
定
す
る
こ
と
を

承
認
し
ま
し
た
。

○
う
き
は
市
災
害
派
遣
手

当
等
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　災
害
応
急
対
策
又
は
災

害
復
旧
等
の
た
め
、う
き

は
市
に
派
遣
さ
れ
た
職
員

に
対
す
る
災
害
対
策
基
本

法
に
定
め
ら
れ
た
災
害
派

遣
手
当
の
支
給
を
定
め
た

も
の
で
す
。

○
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
　関
係
省
庁
か
ら
こ
ど
も

家
庭
庁
に
所
掌
事
務
が
移

管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条

例
改
正
で
す
。

○
児
童
福
祉
施
設
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　児
童
福
祉
法
に
基
づ
く

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等

の
人
員
、設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
改
正
に

よ
る
も
の
で
す
。

○
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係

省
令
の
整
備
に
関
す
る
省

令
等
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

　う
き
は
市
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
う
き
は
市
総
合
交
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　道
の
駅
う
き
は
の
総
合

交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
の

利
用
料
金
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

○
う
き
は
市
立
公
園
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　う
き
は
市
立
百
年
公
園

の
指
定
管
理
に
伴
い
、利

用
料
金
の
上
限
額
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

堀江 朱美 氏
ほりえ　  あけみ

杉 孝信 氏
すぎ  たかのぶ

条
例
の
制
定

請願者　自治労うきは市職員労働組合
　　　　　　　執行委員長　　石井　孝二
案　件　地方財政の充実・強化を求める
　　　　意見書提出に関する請願
趣　旨
　いま、地方公共団体には急激な少子・高齢化
に伴う医療・介護など社会保障制度の整備、子
育て施策、人口減少下における地域活性化対策
はもとより、デジタル化、脱炭素化、物価高騰対
策など、極めて多岐にわたる役割が求められて
います。しかし、現実に地域公共サービスを担う

人員は不足しており、疲弊する職場実態にある
中、来年度の政府予算と地方財政の検討にあ
たっては、歳入・歳出を的確に見積もり、地方財
政の確立をめざすよう、政府に対し意見書を提
出するものです。
結　果
　所管の総務産業常任委員会
に付託され審議の結果、願意
妥当と認められました。その後
本会議で全会一致で採択され
ました。

請　願　書
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は
じ
め
に

　
う
き
は
市
で
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
対
策
が
喫
緊

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と

は
、多
く
の
市
民
が
感
じ
て

い
る
こ
と
で
す
。そ
の
対
策

と
し
て
子
ど
も
子
育
て
支
援

の
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、そ
の
い
ず
れ
も
少

子
高
齢
化
・
人
口
減
少
の
波

を
抑
制
す
る
た
め
の
有
効
な

手
段
に
な
り
得
て
い
る
の

か
、疑
問
が
残
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、厚
生
文
教
常
任

委
員
会
で
は
、令
和
４
年
７

月
よ
り
子
ど
も
子
育
て
世
代

に
関
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

１
年
間
に
渡
り
調
査
・
研
究

を
重
ね
ま
し
た
。更
に
子
ど

も
子
育
て
支
援
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
自
治
体
へ
視
察
を

行
い
、そ
こ
で
知
り
得
た
知

見
を
も
と

に
、市
長
に

対
し
て
政
策

提
言
を
行
う

こ
と
を
全
会

一
致
で
決
定

し
ま
し
た
。

「
令
和
６
年
度
か
ら
の
高
校

生
世
代
ま
で
の
子
ど
も
医
療

費
完
全
無
償
化
の
実
施
」

　
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点

で
、中
学
生
ま
で
の
医
療
費

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
福

岡
県
内
の
自
治
体
は
、入
院
・

通
院
と
も
で
16
市
町
村
、高

校
生
世
代
ま
で
は
、入
院
の

み
で
７
市
町
村
、入
院
・
通
院

と
も
に
実
施
し
て
い
る
市
町

村
は
４
市
町
村
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
従
来
は
市
町
村
が
医
療
費

無
償
化
を
実
施
す
る
場
合
、

国
は
医
療
費
の
国
庫
補
助
金

カ
ッ
ト
な
ど
の
厳
し
い
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
科
し
て
き
ま
し
た

が
、国
も
子
育
て
施
策
の
一

つ
と
し
て
、こ
の
減
額
措
置

を
撤
廃
す
る
方
向
に
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。こ
れ
に
伴

い
、今
後
全
国
的
に
医
療
費

の
無
償
化
を
実
施
す
る
自
治

体
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。こ
の
流
れ
に

後
れ
を
取
る
こ
と
な
く
、他

の
自
治
体
に
先
駆
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、う
き
は
市
の
子

ど
も
子
育
て
世
帯
の
移
住
・

定
住
を
促
進
し
、人
口
減
少

対
策
の
一
助
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
医
療
費
の
支
援
は
、子
育

て
支
援
・
少
子
化
対
策
・
人
口

減
少
対
策
の
一
端
を
担
う
の

み
な
ら
ず
、う
き
は
市
の
将

来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た

ち
の
健
康
な
体
と
心
を
育
む

役
割
を
果
た
す
重
要
な
施
策

で
す
。

*
島
根
県
吉
賀
町
・
邑
南
町

*
大
分
県
豊
後
高
田
市

うきは市議会では、うきは市議会基本条例第2条第3項で「把握した市民の多様な意見をもと
に政策提言、政策立案等の強化に努めること」の規定に基づき、9月の定例会で厚生文教常任
委員会から提言書が提出されました。提言内容は本会議において全会一致で決議され、その提
言書を市長に提出しました。

提
言
内
容

提
言
の
理
由

視
察
先

今回の政策提言に
関する詳細な情報
は、うきは市議会
ホームページに掲載
しています。
右記のQRコードか
らも閲覧できます。

高校生世代までの
医療費

完全無償化を！
厚生文教常任委員会から、市長へ提言書を提出しました
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９月定例会では、令和４年度のうきは市の決算を審査する決算特別委員会が実施され、普通会計は
歳入が183億5,116万円、歳出が175億3,805万円となり、差引額は8億1,311万円でした。このうち、令
和5年度へ繰り越すべき額1億1,624万円を差し引き、実質収支額は6億9,687万円となります。
各課各係の事業ごとに、目的と成果や課題等について詳細に質疑を行いました。
委員会の最終日には総括質疑を行い、エネルギーや人権問題などのSDGsに関係する事柄や老朽化
が進む各種施設への取り組みなどについて質問並びに提言や要望を伝え、市長の見解を質しました。
採決の結果、全会一致で本決算を認定しました。また、特別会計と公営企業会計についても、それ
ぞれ認定しました。

補助費等
16.8%

普通建設事業
7.4%

災害復旧事業
1.6%

投資的
経費

物件費
13.2%

操出金等
9.1%

積立金
8.6%

維持補修費
0.3%

扶助費
19.2%

人件費
13.1%

公債費
10.6%

地方
交付税
31.2%

国・県
支出金
24.2%

依存
財源

自主
財源

繰越金
5.6% 財　源 使　途

繰入金
5.7%

分担金ほか
7.6%

市税
16.6%

市債
3.8% 各種交付金等

4.3%

地方
譲与税
1.0%

義務的
経費

その他の
経費普通会計

歳出総額
175億
3,805万円

普通会計
歳入総額
183億
5,116万円

人件費
扶助費
公債費
普通建設事業
災害復旧事業
物件費
補助費等
積立金
操出金等
維持補修費
　 合計

2,304,704
3,374,141
1,850,758
1,296,393
286,132
2,314,891
2,941,540
1,513,345
1,596,109
60,036

17,538,049

2,312,131
3,651,762
1,417,038
1,697,068
352,792
2,113,106
2,956,815
1,629,445
1,499,825
63,597

17,693,579

△ 7,427
△ 277,621
433,720

△ 400,675
△ 66,660
201,785
△ 15,275
△ 116,100
96,284
△ 3,561

△ 155,530

職員の給料や議員報酬などの金額
医療費や児童手当など
市債の返済のためのお金
道路整備、建物の建設などの金額
災害で壊れた道路などの復旧工事
業務委託、消耗品、備品などの費用
補助金、損害保険料などの費用
市の貯金に回す金額
特別会計や公営企業会計への繰出金
施設の維持・補修に使った金額

衣食住費、雇人の給料
病院費用、文房具など
借金の返済
建築、修理費用など
事故や災害の復旧費用
家財道具、消耗品
小遣い、損害保険など
貯金
特定目的の積み立て金
庭の手入れ費用

歳

　出

義
務
的
経
費
投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

市税
繰入金
繰越金
分担金ほか
地方交付税
国・県支出金
市債
地方譲与税
各種交付金等
　 合計

3,052,549
1,038,027
1,027,542
1,389,867
5,733,821
4,440,278
695,692
182,288
791,093

18,351,157

2,917,485
611,424
814,361
1,437,146
5,747,453
5,094,971
1,081,178
200,643
816,460

18,721,121

135,064
426,603
213,181
△ 47,279
△ 13,632
△ 654,693
△ 385,486
△ 18,355
△ 25,368
△ 369,964

皆様からお預かりする税金
不足を補う基金等からの取り崩し
前年度から繰り越された金額
使用料・手数料・寄附金など
人口や税収に応じた国からの交付金
国や県からの特定目的の配分金
事業を行うために借り入れた金額
いったん国が集めた税金を市に配分
地方消費税交付金など

年間所得
預金の取り消し
年度末の残金
賃貸、売却等の収入
親元からの仕送り
使途を限った仕送り
借金

公的な補助金・助成金

歳

　入

自
主
財
源

項　目

普通会計 内訳 (単位：千円）

依
存
財
源

令和４年度 令和３年度 前年比較増減 説　明 家計に例えると
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令和4年度の決算状況

うきは市の財政状況

(単位：千円）

会計名

一般会計
自動車学校特別会計
　　　小　計

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
　　　　　合　計

18,191,513
159,643

18,351,156
3,983,831
512,446

22,847,433

0
13,831
13,831

0
0

13,831

17,382,975
155,073

17,538,048
3,852,441
509,939

21,900,428

808,538
4,570

813,108
131,390
2,507

947,005

116,240

116,240

692,298
4,570

696,868

普
通
会
計

基金残高内訳 (令和4年度末現在) (単位：千円）

会計名
財政調整基金
減債基金
公共施設等整備基金
地域振興基金
ふるさと創生基金
地域福祉基金
振興基金
森林整備担い手対策基金
山村地域振興基金
ふるさと・まごころ基金
森林環境譲与税基金
その他の基金４件
自動車学校財政調整基金
国民健康保険財政調整基金

土地開発基金（現金等）
国民健康保険高額療養資金貸付基金
出資金等

5,572,140
1,186,847
2,495,266
969,534
358,894
561,249
1,095,561
267,140
54,354
443,446
29,835
96,486
321,542
350,410
398,385
7,000

485,494
14,693,583

5,492,658
1,106,820
2,064,426
967,934
359,789
559,528
1,232,486
267,386
56,933
436,753
24,569
94,531
313,704
270,410
376,879
7,000

255,494
13,887,300

79,482
80,027
430,840
1,600
△ 895
1,721

△ 136,925
△ 246
△ 2,579
6,693
5,266
1,955
7,838
80,000
21,506

0
230,000
806,283

一般会計

特別会計

市債残高 （令和4年度末現在） (単位：千円）

会計名

簡易水道事業
下水道事業
合　計

合　計

11,084,526
1,253,688
8,288,708
20,626,922

12,206,481
1,259,683
8,811,097
22,277,261

△ 1,121,955
△ 5,995

△ 522,389
△ 1,650,339

一般会計

公営企業会計

令和４年度末の基金(預金)等の残高は245億9,366万円で、前年度に比べて107億636万円増加し
ました。市債(借金)の残高は206億2,692万円で、前年度に比べて16億5,034万円減少しました。財
政構造の弾力性の指標として用いられる経常収支比率が、昨年度よりやや増加し82.6%となった
が、主な要因に公債費(借金の返済に充てる費用)の増加や臨時財政対策債の減少があげられます。

歳入総額 翌年度へ
繰超すべき額

うち基金
繰入額

歳入歳出
差引額歳出総額 実質収支

主な基金名 令和４年度末残高 令和３年度末残高 増減額

令和４年度末残高 令和３年度末残高 増減額
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国と県の補助金(合計 9億 7,847万円)に市の財源
を合わせて、多くの対策を行いました。

■ うきは市買い物券(紙)
■ うきは市スマホ買い物券(電子)
■ うきは市スマホ買い物券
　　　　　　 (うきはPay・電子)

1,494万円
2,345万円

1,429万円

■ 住民税非課税世帯への臨時特別給付金

■ 住民税均等割りのみ課税世帯への給付金

■ 価格高騰緊急支援交付金

1億 740万円

3,330万円
1億 3,500万円

臨時経済対策商品券発行事業

プレミアム率25%のうち
15%(県10%)を負担しました。

国庫から緊急支援を行いました。

発行総額3.5億円分

(合計 4,829 万円)

■ ワクチン接種委託料、関連費用 1億 7,215万円

新型コロナウイルスワクチン接種

集団接種から個別接種へと徐々に移行しました。

■ 総合福祉センター トイレ改修工事
■ ゆうゆうセンター 循環装置改修工事

3,218万円
644万円

社会福祉施設工事費

必要に応じて改修などを行いました。

■ 千草保育園の給水設備改修工事
■ 他の保育所でも設備更新や修繕

1,969万円
923万円

保育所の施設整備費

必要に応じて改修などを行いました。

■ 学校給食費および食材費補助
■ パソコンやタブレット端末の整備等

3,512 万円
4,376 万円

小中学校の教育環境整備費用

■ 出産子育て応援給付金(令和5年2月に開始し、
　2,335 万円を令和5年度へ繰越)
■ 子ども医療費助成枠拡大
　(3才から就学前の自己負担をなくしました)
■ ひとり親家庭等医療費対策
■ 子育て世帯等マイホーム取得支援補助金

■ 子育て世帯生活支援特別給付金

1,535 万円
7,772 万円

1,556 万円

2,740 万円
4,363 万円

子育て支援

■ レストラン空調改修工事など
■ 道の駅改修基本計画策定業務委託
■ 電気料高騰対策支援金

2,215万円
998万円
461万円

総合交流ターミナル(道の駅うきは)管理事業

■ 下水道事業会計負担金
■ 下水道事業会計出資金

6億 5,231万円
2億 3,000万円

公営企業としての安定的財政運営のためです。

下水道事業への操出金

■ 管理業務委託料
■ 駐車場借上料
■ 電気料金
■ 上記以外

831 万円
108 万円
640 万円
470 万円

合計　2,049 万円

維持管理に努めています。

かわせみホール管理費

コロナ禍に対する生活支援や物価高騰対策

令和4年度は
こんなことに
予算を使いました
金額は万単位（四捨五入）
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総 括 質 疑

自主防災組織の組織率は90％に上
がっていても、人口構成が変化しただ
ろうし、機能しなくなった組織もあ
る。防災意識の啓発と、災害弱者への
配慮をのぞむ。

組織率100％を目指す。活動にばらつき
があることは理解している。支援していく。
発災時には、初動、応急、復旧、復興の
４ステージで考える。災害前の警戒と、発
災直後の計画はしている。

市内４カ所に点在する文化財施設
（資料館）は単に統合するだけではな
く、観光客の集客と周遊を意識した観
光資源として活用するように計画を見
直してもらいたい。

平成26年の行革審議会で、2030年
（第1期）に浮羽町に集約する答申が出て
いるが、期限にこだわらず第２期に向けて
検討していきたい。

藤波ダムでの水力発電は成果を上
げているが、太陽光発電は安定性や
保存性での課題がある。どのように考
えるか。

合所ダムでの水力発電も考えている。
2050年のカーボンニュートラルに向け
て、さまざまな検討を進めていく。

かわせみホールは2030年まで現状
を維持して使っていくという方針が示
されているが、毎年の維持管理費が2 
千万円前後発生している。近隣施設を
含むまちづくりを早急に進められた
い。

2030年という期日に縛られることなく、
早急な整備に向けて議論を進めていく。

行政の農業担当者は国や県の施策
の処理で手一杯。市長に先頭に立って
引っ張って行ってもらいたい。

農業懇談会再開に向け動いているが、災
害復旧の進み具合を見ながら対応したい。
農業の将来については、食料・農業・農村
基本法が令和６年度に見直される見込み。
それにも対応しなくてはいけない。

市内には未発掘古墳も多いので発掘
してはいかが。また、案内板を設置して
観光客にアピールしてもらいたい。

市内には２千～３千基あったと推定さ
れるが、現在も残る100基以上のうち未発
掘が過半数。傷みの少ないレーザー探査
という方法もある。看板設置は現状確認
してから検討したい。

Q

A

Q

Q

Q

A

A

A

Q

Q

A

A
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市長

市長

岩
淵
　
物
価
高
騰
対
策
の
支
援
を
非
課

税
か
ら
総
所
得
３
２
０
万
円
位
ま

で
拡
大
を
求
め
る
。

市
長
　
何
故
３
２
０
万
円
か
市
民
か
ら

疑
念
の
声
も
考
え
ら
れ
、財
政
的
な

負
担
の
問
題
か
ら
も
困
難
と
考
え

て
い
る
。

岩
淵
　
子
育
て
世
帯
・
多
子
世
帯
に
焦

点
を
あ
て
生
活
支
援
の
充
実
を
求

め
る
。

市
長
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
ひ
と
り

親
世
帯
は
国
・
県
の
支
援
で
、う
き
は

市
独
自
に
大
学
生
養
育
世
帯
や
住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
の

支
援
を
実
施
し
た
。

今
後
も
可
能
な
限
り
支
援
を
お
こ

な
う
。

岩
淵
　
物
価
上
昇
は
切
迫
性
が
あ
る
問

題
と
捉
え
る
か
。

市
長
　
国
際
的
に
落
ち
着
き
、賃
金
上

昇
が
見
ら
れ
、こ
の
ま
ま
上
昇
と
は

　
見
て
い
な
い
。

岩
淵
　
高
齢
者
の
生
活
を
ど
う
見
て
い

る
か
。

市
長
　
高
止
ま
り
す
る
物
価
高
に
賃
金

上
昇
・
年
金
引
上
げ
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
。

【
中
小
企
業
振
興
条
例
の
策
定
】

岩
淵
　
う
き
は
市
の
地
域
活
性
化
に
取

り
組
む
た
め
に
も
中
小
企
業
振
興

条
例
の
策
定
が
必
要
と
考
え
る
が

見
解
を
。

市
長
　
地
域
の
雇
用
や
経
済
を
支
え
る

中
小
事
業
者
の
発
展
は
必
要
不
可
欠
。

周
辺
自
治
体
の
条
例
制
定
の
効
果

を
勘
案
し
な
が
ら
今
後
研
究
す
る
。

竹
永
　
内
閣
府
の「
災
害
時
に
お
け
る

市
町
村
長
の
危
機
管
理
」に「
住
民
に

呼
び
か
け
る
」と
あ
る
が
、市
民
に
呼

び
か
け
た
の
か
。

市
長
　
防
災
行
政
無
線
・
L
I
N
E
等

で
行
っ
た
。

竹
永
　
床
上
浸
水
し
た
家
庭
へ
の
対
応

は
。

建
設
課
長
　
市
営
住
宅
に
10
世
帯
の
方

が
臨
時
入
居
さ
れ
て
い
る
。

竹
永
　
７
月
20
日
の
会
議
で
う
き
は
市

支
援
策
一
覧
を
被
災
各
家
庭
に
配

布
す
べ
き
と
伝
え
て
い
た
が
。

市
民
共
同
推
進
課
長
　
７
月
末
に
区
長

に
う
き
は
市
支
援
策
を
配
布
し
た
。

竹
永
　
8
月
1
日
、区
回
覧
板
で
は
見

な
か
っ
た
が
、被
災
家
庭
に
各
戸
配

布
は
で
き
な
い
か
。

市
民
共
同
推
進
課
長
　
今
年
度
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
改
訂
時
に
支
援
策
が

載
せ
ら
れ
な
い
か
検
討
す
る
。

竹
永
　
市
職
員
と
教
職
員
の
６
〜
７
月

超
勤
実
態
は
。

市
長
　
６
月
は
45
時
間
以
上
が
１
名
。

７
月
は
４
５
時
間
以
上
15
名
、80
時

間
以
上
１
名
。

教
育
長
　
６
月
は
45
時
間
以
上
99
名
、

80
時
間
以
上
12
名
。７
月
は
45
時
間

以
上
33
名
、80
時
間
以
上
３
名
。

竹
永
　

校
長
は
教
職

員
の
業
務
量

を
適
切
に
管

理
で
き
て
い

る
の
か
。

教
育
長
　

十
分
管
理
し

て
い
る
と
考

え
る
。

物
価
高
騰
に
高
齢
者
へ

　
　
社
会
保
障
費
の
軽
減
を

国
県
の
財
源
が
伴
わ
な
い
軽
減
は
困
難

岩淵 和明
議員

いわぶち かずあき

竹永 茂美
議員

たけなが しげみ

７
月
豪
雨
に
対
す
る

　
市
長
の
決
意
・
状
況
発
信
は

情
報
共
有
は
大
切
な
要
素
な
の
で
、

も
う
少
し
研
究
し
た
い

中小企業
振興条例の
制定を

応急処置のできた巨瀬川岩光橋の両岸
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市長

市長

権
藤

　公
立
保
育
所
の
建
て
替
え
や
大

規
模
修
繕
の
前
に
し
っ
か
り
計
画

を
立
て
て
民
営
化
を
進
め
る
べ
き

で
は
。

福
祉
事
務
所
長

　現
在
、具
体
的
な
民

営
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
な
い
。市

長
と
も
協
議
し
、具
体
的
な
対
応
を

検
討
す
る
。

権
藤

　早
急
に
民
営
化
の
準
備
を
整
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

　施
設
の
老
朽
化
や
入
所
児
童
の

減
少
等
を
考
え
る
と
、し
っ
か
り

待
っ
た
な
し
で
対
応
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

【
市
立
自
動
車
学
校
の
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
】

権
藤

　県
警
O
B
の
会
計
年
度
任
用
職

員
採
用
な
ど
に
よ
り
、高
齢
者
講
習

の
枠
を
少
し
拡
大
で
き
な
い
か
。

市
長

　指
導
員
の
数
だ
け
で
は
な
い

様
々
な
対
応
が
必
要
だ
が
、議
員
の

　提
案
も
受
け
止
め
て
、自
動
車
学
校

と
も
話
を
し
て
い
く
。

権
藤

　高
齢
者
も
含
め
て
人
口
が
全
体

で
減
っ
て
い
く
中
、本
市
の
高
齢
者

の
皆
さ
ん
や
近
隣
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
使
い
や
す
い
自
動
車
学
校
を

検
討
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

　自
動
車
学
校
の
運
営
は
間
違
い

な
く
公
共
財
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

に
シ
フ
ト
し
て
い
く
。今
後
も
自
動

車
学
校
の
職
員
と
議
論
し
て
い
く
。

樋
口

　耳
が
聞
こ
え
に
く
い
高
齢
者
や

難
聴
者
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、市
役
所
内
の
窓
口
に
軟
骨
伝
導

イ
ヤ
ホ
ン
を
導
入
と
の
ニ
ュ
ー
ス
。

こ
れ
は
耳
の
周
囲
に
あ
る
軟
骨
を

振
動
さ
せ
て
音
を
伝
え
る
も
の
で
、

軽
く
当
て
る
だ
け
で
利
用
で
き
る

の
で
、窓
口
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。 

市
長

　こ
れ
ま
で
の
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

は
、音
量
を
上
げ
ら
れ
な
い
、廻
り
の

音
が
入
っ
て
く
る
た
め
音
が
小
さ

く
感
じ
る
、音
漏
れ
が
大
き
い
と

い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

　新
技
術
の
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

は
、音
漏
れ
が
な
い
、雑
音
を
感
じ
な

い
、衛
生
的
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。今
後
試
験
導
入
を
行
っ
た
他

の
自
治
体
の
検
証
結
果
を
調
査
し

検
討
し
て
い
く
。

【
65
歳
以
上
で
要
件
を
満
た
し
た
方
に

対
す
る
補
聴
器
代
の
助
成
に
つ
い
て
】

樋
口

　身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
方
が
、難
聴
者
と
し
て

補
聴
器
購
入
費
補
助
の
対
象
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
助
成
し
て
欲

し
い
。○
市
内
居
住
者
○
耳
鼻
科
の

医
師
が
補
聴
器
の
必
要
性
を
認
め

て
い
る
○
過
去
に
助
成
を
受
け
て

い
な
い
等
の
要
件
該
当
者
。

市
長

　認
知
症
の
予
防
等
に
効
果
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、補
聴
器
購
入

に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
の
創
設

を
福
岡
県
市
長
会
を
通
し
て
国
に

要
望
し
、総
合
的
に
検
討
す
る
。

現
状
の
本
市
に
な
い

機
能
的
特
性
を
持
た
せ
た
公
立
の

保
育
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か

市
民
の
保
育
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、市
全
体
で
必
要
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
重
要

権藤 英樹
議員

ごんどう ひでき

樋口 隆三
議員

ひぐち りゅうぞう

市
役
所
窓
口
で
の

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の

導
入
に
つ
い
て

他
の
自
治
体
の
検
証
結
果
を

調
査
し
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

必要な保育サービスを
市内で受けられる子どもにも

親にもやさしい
うきは市へ！

そ
の
他
の
質
問

男
性
版
産
休

制
度
の
取
得

自
主
防
災
組

織
の
編
成

投
票
支
援

カ
ー
ド
の
活

用
・ ・・
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市長

髙
木

　学
校
が
地
域
の
中
で
重
要
だ
と

い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
本

市
で
も
人
口
減
少
が
進
み
、
子
ど
も

の
数
が
減
少
し
て
い
く
。そ
の
中
で

い
か
に
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
と

出
会
え
る
、
思
い
出
を
共
有
で
き
る

環
境
を
作
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
の
か
。

今
の
子
育
て
世
代
が
決
断
す
る
の

が
責
任
だ
と
思
う
。今
後
の
小
学
校

区
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長

　少
子
化
対
策
は
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
小
学
校
区
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
重
要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

髙
木

　姫
治
、妹
川
、小
塩
の
子
ど
も
た

ち
が
御
幸
小
学
校
に
き
た
時
、
保
護

者
か
ら
は
プ
ラ
ス
の
声
が
非
常
に

多
か
っ
た
。P
T
A
負
担
が
少
な
く

な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。リ
ア

ル
子
育
て
世
代
・
若
者
世
代
の
方
々

　が
主
軸
と
な
っ
て
、
時
間
を
か
け
て

丁
寧
に
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
。

市
長

　子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
ク
ラ
ス

替
え
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
や
、
場

合
に
よ
っ
て
は
小
中
一
貫
校
と
い

う
話
が
色
々
取
り
組
み
さ
れ
て
い

る
。も
っ
と
幅
広
い
世
代
と
学
校
の

中
で
触
れ
合
う
環
境
も
重
要
。社
会

を
生
き
抜
く
力
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。保
護
者
も
含
め
た
検
討
す
る
場

が
設
け
ら
れ
た
ら
い
い
と
考
え
て

い
る
。

組
坂

　厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
各
種

基
金
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
目
的

や
役
割
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

市
長

　い
ず
れ
の
基
金
も
条
例
を
制
定

し
、
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
基

金
の
使
用
目
的
や
役
割
は
、
条
例
に

沿
っ
て
適
正
に
運
営
し
て
い
る
。

組
坂

　地
域
福
祉
基
金
・
森
林
整
備
担

い
手
対
策
基
金
・
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
等
は
、
基
金
条
例
の
設
置
目
的

に
沿
っ
た
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る

の
か
。

市
長
公
室
長

　条
例
に
沿
っ
て
適
切
に

使
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
使
い
道
が
固
定
す
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
と
か
は
、
少
し
問
題
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り

を
調
査
検
討
し
て
い
く
。

組
坂

　う
き
は
市
の
財
政
調
整
基
金

は
、
近
隣
市
町
と
比
較
す
る
と
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
が
非
常

　に
高
い
が
、
ど
こ
ま
で
必
要
な
の
か
。

市
長

　基
金
の
裏
付
け
が
な
い
と
、
当

初
予
算
も
う
ま
く
組
め
な
い
。
ま
た

今
回
の
よ
う
な
災
害
等
の
緊
急
的
な

対
応
も
で
き
な
い
。
し
っ
か
り
備
え

て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

組
坂

　消
防
団
が
抱
え
る
課
題
解
決
の

た
め
、
全
団

員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

実
施
に
つ
い

て
、
団
幹
部

と
の
協
議
・

検
討
結
果
は
。

市
長

　

　ア
ン
ケ
ー
ト

は
行
わ
ず
、

分
団
長
会
議

の
中
で
課
題

解
決
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
小
学
校
区
、

　子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　
　
　
　
　丁
寧
な
協
議
を

う
き
は
市
の
財
政
調
整
基
金
は

今
後
ど
れ
だ
け
必
要
と

想
定
さ
れ
て
い
る
の
か

内
部
だ
け
で
な
く
、保
護
者
の
皆
さ
ん
も

含
め
た
検
討
の
場
を
考
え
る

髙木 亜希子
議員

たかき あきこ

組坂 公明
議員

くみさか きみあき

決
算
を
踏
ま
え
て
可
能
な
限
り

積
み
立
て
て
い
く

市長

令和3年度　標準財政規模及び財政調整基金状況　（単位：円）

うきは市
久留米市
小郡市
大川市
大刀洗町
大木町

標準財政規模(A)
9,153,648,000
73,754,152,000
12,796,359,000
8,666,882,000
4,282,600,000
3,653,267,000

財政調整基金(B)
5,806,362,000
7,451,356,000
3,559,497,000
2,573,364,000
1,428,593,000
2,219,000,000

（B/A）
63.4%
10.1%
27.8%
29.7%
33.4%
60.7%

そ
の
他
の
質
問

ふ
る
さ
と
納
税

お
よ
び
う
き
は

ブ 

ラ
ン
ド
に

関
す
る
情
報
発

信
に
つ
い
て

・ 
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７月７日から降り続いた大
雨により、市街地では床上・

床下浸水や道路の損壊、山間部では土砂崩
れや農地の損壊、農作物にも甚大な被害を
受けました。被害状況の把握のため緊急に
現地調査を実施しました。

①
山
曽
谷
川

　土
砂
堆
積

②
富
永
工
業
団
地

　

　▼ 

農
地
土
砂
流
入

③
屋
部

　農
地
水
路
崩
壊

④
元
有

　土
砂
崩
れ

⑤
長
迫

　頭
首
工
損
壊

⑥
清
瀬

　

　▼ 

災
除
川
木
材
流
出

⑦
岩
光

　

　▼ 

巨
瀬
川

　
　堤
防
損
壊

総
務
産
業
常
任
委
員
会

令和５年８月１８日調査期日

市内被害箇所
（農地・河川の所管関係）

調査場所

調査趣旨

調
査
箇
所

　  

今
後
の
予
防
策
は

　  

24
時
間
予
報
で
２
５
０

㍉
以
上
で
取
水
口
を
閉
め

て
い
る
。時
間
雨
量
１
０
０

㍉
超
へ
の
対
策
を
検
討
す

る
。

　  

毎
回
同
じ
と
こ
ろ
が
冠

水
し
て
い
る
。予
測
し
て
計

画
的
に
改
修
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

　  

重
要
な
こ
と
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

QQ AA

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

令和5年8月3日（木）調査期日

吉井中学校・浮羽中学校調査場所

浮
羽
中
学
校
は
天
井
・
床
・

壁
な
ど
に
多
く
の
経
年
劣
化
箇

所
が
見
受
け
ら
れ
、
構
造
体
の

強
度
低
下
な
ど
安
全
性
に
問
題

を
感
じ
ま
す
。応
急
修
理
を
行

う
だ
け
で
は
安
全
・
安
心
な
学

習
環
境
を
整
え
て
い
る
と
は
と

て
も
言
い
難
く
、
老
朽
化
対
策

と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
根
本

的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

は
、
外
部
指
導
員
の
導
入
も
あ

わ
せ
て
調
査
し
ま
し
た
。課
題

整
理
の
段
階
で
あ
り
、
今
後
は

協
議
会
等
を
つ
く
り
対
応
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

中学校現地調査 及び
部活動地域移行についての調査

大雨被害状況 調査

調査趣旨 ①築50年近くとなり老朽化が著しい浮羽中学校と、
　比較対象として築年数の浅い吉井中学校の現地調査
②部活動地域移行の課題を把握するための調査

富永の畦畔崩壊

ひび割れ・雨漏り・カビの発生が
起きている浮羽中学校校舎
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市
民
生
活

基
盤
対
策

特
別
委
員
会

全議員14名・市長・市長公室長・市民生活課長・水環境課長・
生活環境係長・上下水道工務係長

将来のし尿処理方法の検討と
　　　　　 今後の方向性について

市内で発生するし尿及び浄化槽汚泥は、現在うきは久留米環境施設組合が管理す
る耳納衛生センターに搬入され処理が行われています。同センターは共用開始から
30年ほどが経過し、老朽化に伴う施設の更新等検討しなければならない時期となっ
ていることから、今後のうきは市の処理方法と方向性について協議を行いました。

【
概
要
報
告
】

　
近
年
、し
尿
や
下
水
処
汚
泥

を
活
用
し
た
肥
料
の
生
産
が
全

国
各
地
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、し
尿
及
び
汚

泥
の
活
用
を
、う
き
は
市
と
し

て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
、検
討
が
必
要
と
の
指
摘
が

あ
り
、継
続
し
て
協
議
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
背

　景
】

　
現
在
、う
き
は
久
留
米
環
境

施
設
組
合
が
運
営
し
て
い
る

「
耳
納
衛
生
セ
ン
タ
ー
」は
老
朽

化
に
伴
い
、令
和
４
年
３
月
29

日
に
う
き
は
久
留
米
環
境
施
設

組
合
議
会
協
議
会
で
、耳
納
衛

生
セ
ン
タ
ー
の
更
新
は
行
わ

ず
、う
き
は
市
・
久
留
米
市
の
各

市
で
単
独
処
理
を
行
う
こ
と
で

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
方
向
で
、う
き
は
市
の

整
備
計
画
を
協
議
し
て
い
ま

す
。

令
和
５
年
８
月
１
日
発
行
の「
市
議

会
だ
よ
り
」で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
と
お
り
、議
会
改
革
特
別
委
員
会
で

は
、「
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
等
に
つ
い

て
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、う
き
は
市
の

議
員
定
数
、議
員
報
酬
に
つ
い
て
、更
に

は
若
者
・
子
育
て
世
代
や
女
性
が
議
員

に
立
候
補
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
等
に

つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
齢
層
の
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
、本

年
度
実
施
す
る「
市
議
会
議
員
と
の
意

見
交
換
会
」の
会
場
や
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
活
用
し
て
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、ご
協

力
く
だ
さ
い
。

インターネットによるアンケートについては、
うきは市議会のホームページから参加できま
すのでご協力ください。

市議会だより74号でもお知らせしておりま
した「うきは市の議員定数および議員報酬」
や、女性や若者がより参加しやすい政治の
あり方について、市民のみなさんも一緒に考
えていきましょう！

こちらのQRコードをス
マートフォンのコードス
キャナーかカメラで取
り込んでいただくと、う
きは市議会アンケート
ページにつながります。

令和５年７月20日調査期日

うきは市役所3階大会議室調査場所

参加者

調査趣旨

【 アンケート受付期間 】
令和５年11月１日～令和６年３月末まで

うきは市議会アンケート調査
のお願い！

議
会
改
革

特
別
委
員
会
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新型コロナウィルス感染対策により長らく開催出来なかった
 「市民のみなさんと市議会議員との意見交換会」ですが、この秋から再開していきます！

令和 5 年度は、各自治協議会のコミュニティセンターを会場に開催します。 
みなさんとお会いできることを楽しみにしています！

女性議員は
何人？ 議員の

報酬って？
投票率が低いって
どういうことなの？

どうしたら若い人が
挑戦する？

■令和５年度
　意見交換会
　スケジュール

※今回は、自治協議会ご
との意見交換会になり
ます。地元地域の方を
中心に優先的に発言
を頂きますようご協力
ください。

令和元年以来の４年ぶりに開催します。
今回の意見交換会は、市内11ヶ所で開催します。

今回のテーマは？
市民のみなさんが身近な問題やテーマについて発言頂きながら、

意見交換を行いたいと思います。

市民のみなさんの声を政治に反映させるのは、
議員のかかげる政策を普段から知って、

「自分の一票で この人の背中を押そう!!」
から 始まります！ 県議会選挙

投票結果
市議会選挙
投票結果

山春地区
妹川地区
小塩地区
大石地区
田篭地区
江南地区
福富地区
新川地区
吉井地区
御幸地区
千年地区

山春コミュニティセンター
妹川コミュニティセンター
小塩コミュニティセンター
大石コミュニティセンター
田篭コミュニティセンター
江南コミュニティセンター
福富コミュニティセンター
新川コミュニティセンター
るり色ふるさと館研修室
御幸コミュニティセンター
千年コミュニティセンター

午後7時00分～
午後7時30分～
午後7時30分～
午後7時00分～
午後7時30分～
午後7時00分～
午後7時00分～
午後7時00分～
午後7時00分～

10月10日（火）
11月  8日（水）
11月15日（水）
11月16日（木）
11月24日（金）
11月28日（水）
12月15日（金）
12月18日（月）
1月17日（水）

自治協 開催場所 開催日 時間

調整中

※10月16日現在
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　う
き
は
市
民

大
学
に
参
加
し

た
小
学
生
た
ち

が
、市
議
会
の
議

場
で「
子
ど
も
議

会
」へ
挑
戦
し
ま
し
た
!

● 

小
学
生
の
考
え
る
観
光
ル
ー
ト
と
は

● 

ど
の
校
区
に
も
子
ど
も
が
行
け
る

　公
園
が
欲
し
い

な
ど
が
提
案
さ
れ
、中
に
は「
お
っ
!
」

と
思
わ
さ
れ
る
よ
う
な
視
点
の
ア
イ

デ
ア
も
!
緊
張
の
面
持
ち
で 

し
た
が
、

発
表
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　風
土
豊
か
で
、人
間
味
た
っ
ぷ
り
の

こ
の「
う
き
は
市
」に
嫁
い
で
50
年
、私
は

こ
の「
う
き
は
市
」が
大
好
き
で
す
。

　現
在
、う
き
は
市
で
は
11
の
自
治
協
議

会
を
中
心
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
様
々

な
取
組
み
が
行
わ
れ
、「
う
き
は
に
住
ん

で
よ
か
っ 

た
」と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
が
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

進
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　次
世
代
へ
の
子
育
て
支
援
、高
齢
者
の

生
涯
現
役
へ
の
お
手
伝
い
な
ど
が
地
域

に
浸
透
し
、支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
が

な
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、人
口
の
半
分
は
女

性
な
の
に
、残
念
な
が
ら
未
だ 

男
性
中

心
の
社
会
に
し
か
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

「
女
性
の
感
性
が
色
々
な
表
舞
台
で
、

も
っ
と
も
っ
と
生
か
さ
れ
れ
ば
」と
思

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。女
性
が
社

会
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
意
識

の
改
革
が
、う
き
は
市
は
ま
だ
ま
だ
遅

れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

　ま
た
、市
政
に
対
し
て
も
、も
っ
と
市

民
が
参
画
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
の

に
と
思
い
ま
す
。

女
性
が
社
会
参
画
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
！

■ 発行責任者

■ 広報広聴委員会
委 員 長
副委員長
委 員

野鶴　修
岩淵　和明
樋口　隆三
高松　幸茂
髙木　亜希子
権藤　英樹

議 長 江藤　芳光

伊藤  貞子さん
浮羽町朝田在住
・みざれ太鼓保存会　会長
・御幸自治協議会　副会長
・うきは夢酔塾女性部長

市
民
の
声

表
紙

紹
介

議会事務局 TEL. 75-4990　FAX.75-3342

議会を傍聴しませんか
12月議会定例会は
12月8日（金）開催予定です。
一般質問は
12月11日（月）
12月12日（火）
の予定です。

インターネットのライブ配信と
録画配信もおこなっています。

ふるさとをこよなく愛すること。この言葉
のとおり、うきは市がとても大好きです。自
分の故郷のため、まちづくりのため、一生懸
命頑張っていきたいと思っています。

あいきょうむげん 

好きなことば …「愛郷無限」

編
集
後
記

　9
月
議
会
で
は
、災
害
復
旧

支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

等
が
採
択
さ
れ
、ま
た
、高
校
生

世
代
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
完

全
無
償
化
実
施
に
関
す
る
政
策

提
言
書
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
て
、本
年
度
か
ら
は
議
会

と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
を
再
開
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、議
員
定
数
や
議
員
報

酬
等
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

も
実
施
す
る
予
定
で
す
。幅
広

い
世
代
の
皆
さ
ん
と「
こ
の
ま

ち
の
政
治
」の
距
離
が
身
近
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

    

(髙
木 

亜
希
子
)
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